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はじめに
後期中世ヨーロッパの史料にはベギンという言葉が散見される。この言葉は、認可された
修道会に連なることなく、特に修道院に入るのでもなく宗教的生活を送る者をさし、そうし
た生活を送る者はことに女性に多かった。この動向は、現在のリエージュ近郊で十三世紀ま
でにはじまり、世紀を通じて北西ヨーロッパに拡大、十三世紀半ばのケルン市では成人女子
人口の 6.5 ％を占めたと言われる。
1311 年のヴィエンヌ公会議は彼女たちの地位について、従属の義務、禁域の義務、 財産
を放棄していない点を指摘して、religiosae「修道女」ではないと明記している。しかし、十
三世紀の終わりにトゥルネのギベールが嘆いたように彼女たちは、修道女とよばれるべきか
否か、出現してから相当の期間、同時代人の目にはそれほど明確でなかった。
煩瑣になるが、重要な論点になるので史料に即してこの点を確認しておきたい。ヴィエン
ヌ公会議決議の帰結として十四世紀初頭に公布されたクレメンス令には、「俗にベギンとよ
ばれる女性たちは、従属を誓わず、財産を放棄せず、認可をうけた会則に従ってもおらず、
決して修道女ではない」Quum de quibusdam mulieribus, beguinabus vulgariter nuncpatis,
quae null promittent obedientiam, nec propriis renuncient, neque profiteantur alquam regulam
approbatam, religiosae nequamquam existunt とある。修道女を表現するタームとしてレリギ
オーザエ religiosae という言葉を用いた上でベギンは修道女ではないと述べているのである。
しかし、1273 年当時に、トゥルネのギベールは「われわれの方には、部分的には俗人の作法
に従っているが部分的には律に則っているために、修道女とよぶべきかわからない女性たち
がある」apud nos mulieres alias, de quibus nescimus utrum debeamus eas vel moniales appellare,
partim enim utuntur ritu saeculari,partum enim regulari と述べており、ベギンをモニアーレス
moniales 修道女と呼ぶべきなのかどうかわからない、と教皇に報告していたのであった。
今日でも教会法に基づく定義では、クレメンス令文言に則って、ベギンは修道女ではない
と説明することが慣例となっている。しかし、史料に即して、発現当初における、人々の修
道士、また修道生活に対する認識のありかたを考慮するなら、初期のベギンを修道女と厳格
に区別することは適当でないと考えた。そこで、ここでは十四世紀初頭までを対象にベギン
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をも修道生活者に含め議論する。
限られた時間の中で今日特に問題にしたいのは、中世における修道生活の様々な形態のな
かで女性にとって可能な選択はどのようなものであったかである。 本報告では、ベギンを含
めた広義の修道女について、中世都市の女性に開かれた修道生活の選択の幅と可能性に焦点
をあてて検討することにしたい。
一、先行研究と本稿の課題
ベギン運動の生成および展開については、これまで多くのことが言われてきた。多様な着
眼を、大別すれば信仰生活への欲求の高まりに関連した問題、修道院情勢をめぐる問題、教
会ヒエラルキーにおける女性の地位の問題、結婚適齢期の男女比の不均衡等にかかわる問題、
都市化に付随する問題にわけられよう。信仰生活への欲求の高まりという点では、この時代、
従来修道士のものであった実践が俗人の生活に入り込む現象がみられたという。修道院情勢
については 1215 年、第四ラテラノ公会議による新設修道会の設立禁止が著名である。また、
個別の修道会の動きとしては、プレモントレ会、シトー会による自派につらなる女子修道院
の増加を阻止すための試みが注目されている。禁欲を課された修道士にとって、スキャンダ
ルを避けながら女子修道院の設立と運営に携わってゆくことへの難しさもあったということ
であろう。教会における女性の地位は、女性は女性であるがゆえに司祭職の執行を認められ
ず、女子修道院長であってもミサや告解聴罪
の執行は認められず、いってみれば、教会ヒ
エラルキーから疎遠な位置に置かれていた。
独立した女子修道会の認可の可能性はきわめ
て低かったことになり、このことも新しい動
向と関連していよう。都市が新たな環境を提
示した、と指摘する研究者もある。都市化に
付随して、以前であれば家族のなかに包摂さ
れていてみえなかった女性の問題が顕在化し
た側面もあろう。おそらくは、これらのうち
の複数の要因が、相互に作用して新たな類型
の修道施設への需要が喚起されたというべき
であろう。
しかし、これらの諸要因のうちわけてもこ
れまでの研究で注目を浴びてきたのが、ビュッ
ヒャーのいうフラウエンフラーゲ Frauenfrage
（「女性問題」）―彼の用いた元来の言葉では
「女性にとっての天職である、妻になりかつ母
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ベギン運動成立・発展の背景と考えられてきた要因
教会改革の動向
清貧運動
巡歴説教師の増加
信仰生活への欲求の高まり
穏修女 (reclusen) の増加
異端問題
神秘主義思想とりわけキリストの花嫁・純潔の理想
修道院情勢
第四ラテラノ公会議
プレモントレ会・シトー修道会の修道女政策
女子修道院不足
修道女に対する修道禁域の強制
修道女の司牧責任の問題
修道院持参金
教会ヒエラルキーにおける女性の地位の問題
司祭職の男性による独占
女性問題
上層階層における職業生活の可能性の欠如
十字軍や封建戦争による女子人口の相対的過剰
結婚持参金の高騰
都市化
都市化に伴う問題の解決
新興ブルジョワジーの女性に修道生活への需要がおこった
ツンフトの形成による女性労働力の排除
家に包摂されていた独身女性の問題が表面化した
都市に若年女子労働力が集まった
都市の下層の女性を保護した
になること」を達成できなかった女性の処遇の問題、と二つの指導的な修道会によってとら
れた女子修道院併合阻止のための措置であった。女子修道院制度をめぐってはとりわけプレ
モントレ会およびシトー会の立法に注目があつまり、このふたつの修道会の動向がベギン会
の登場と大きくかかわったと考えられているのである。そして、ベギン運動が典型的には女
性によって担われた運動であった点にかんがみるなら、そうした観点にも相応の説得力を認
めてよいだろう。
問題は、それらの説明が、どれだけ現実の経緯に一致しているかであろう。ビュッヒャー
が女性問題について論じたのは一九世紀末、彼はベギンになった女性の社会的背景、出自に
ついて明確な認識をもっていなかった。しかし、彼の小著『中世の女性問題』はよく読まれ、
ベギンとはベギネンハウス Beginenhaus に居住する貧しい女性とのイメージを流布させた。
現在では、彼はこの点について極めて激しく論駁されている。
グルントマンの研究は一昨年も英訳が刊行され、依然大きな影響力をもっているが、彼が
プレモントレ会、シトー会による修道女排斥の措置に言及した当時、技術的な条件から、す
べての修道院の建設動向を視野にいれた分析は不可能であった。そのため、グルントマンの
議論には立法への着目がさきにたち現実の修道院設立動向の分析のうえにたっていないうら
みがある。彼の『中世の宗教運動』は、ドイツ圏のフランシスコ会、ドミニコ会の男女別修
道院設立数をあげ、ドイツでは女子修道院の方が男子修道院よりはるかに多かったかの印象
を与えるものであった。
そこで、ここでは初期中世から十三世紀にいたる女子修道院の設立動向を追跡し、修道院
設立数というごく基本的な事項を踏まえたところに生まれる新たな認識の地平を示したい。
また、修道女、ベギンの社会的背景を、シュラインブーフとよばれる豊富な史料群で知られ
るケルン市のデータに基づいて分析することにする。
前述したように女性問題というときにビュッヒャーが考えていたベギンとはベギン館
Beginenhaus に住む貧しい女性であり、ベギンと言えば貧しくかつベギン館に住んでいると
いうイメージが彼の著作により一般に流布したからである。もちろん、この点は、多くの論
者に後に批判されることとなり、グルントマンらは初期ベギンの出身階層を高く想定してい
たが、居住形態の多様性ともあいまって、ベギンの出身階層の問題は全容を解明されたとは
いいがたい。そこで、ここで再びベギンの出身階層を修道女との比較において再確認してみ
ることとする。
女子修道院数については、コンピューターの導入により、修道院設置数を打ち込んでデー
タとして蓄積することが格段に楽になったという事情があり、この十年程の間に重要な成果
があらわれている。今日はその成果をもとりこむ形で修道院制度の展開のなかにベギン運動
を位置づける作業をおこないたい。個別の史料の読み込みよりはむしろデータの解析が今日
の私の仕事となる。
23
二、修道院設立動向にみる基本的特徴
グラフ A（上）は大陸における修道院の設立動向を示している。ふたつの線がみえる。う
えの線が修道院設立総数、下の線が女子修道院設立数である。ふたつの点を確認したい。初
期中世を一貫して、女子修道院の数は男子修道院より少なかった。また設立数のギャップは
一〇世紀以降拡大した。グラフ A（下）は、同じ数値をイングランドについてまとめたもの
である。ふたつのグラフを比較して看破されるイングランドの特徴は二点ある。まず、男女
修道院設立数のギャップそのものが大陸にみる程顕著でない。また、一〇世紀以降における
ギャップ拡大のありかたもイングランドでは微細であった。おそらくこの差異は、一〇世紀
という年代から推定してクリュニー派の改革により大陸で男子修道院のみが激増したことに
よっているのだろう。残念ながら、シューレンブルクの数値を借りたこのグラフでは一〇五
〇年までしか、設立動向を辿ることができない。しかし、数年前に発表されたヴェナルデの
新しい研究によって、その後の修道院設立動向が把握できるようになった。グラフ B を参照
されたい。グラフ B（上）に引かれた垂直の線の左側は、さきのグラフで辿られた年代に相
当し、右側が新たに明らかになった十二世紀以降の設立数である。ここでグラフにのってい
るのは女子修道院のみである。女子修道院が本当の意味で飛躍的増加をみるのはようやく十
二世紀にはいってからであったことがみてとれる。この十二世紀とはプレモントレ会、シト
ー会の勢力がでてくる世紀にあたっており、これより後の年代のみをみて女子修道院の設立
を論じると、非常にそれが活発であって、男子修道院のそれをうわまわったと見ることも可
能であるが、それは錯覚であって、女子修道院の設立は男子修道院のそれに追いつこうとし
て、この年代にようやく本格的に増えはじめたと言えるだろう。このことはグラフ B（下）
と比較することで明瞭となろう。なお、ヴエナルデは、男子修道院の設立は数え切れず統計
をとるのは不可能とも述べており、この時代においてなお、男子修道院の数が女子修道院の
数をうわまわっていたと考えてよい。
つぎに中世の女子修道院について既知の事項とされる社会的出自については、十一世紀ま
でについていえば、それはほとんど専ら貴族に占められていたという。この状態が変化する
可能性があるとすれば、それは新しい修道改革の波が押し寄せる時期であろうと思われる。
というのもクリュニー修道会は女子修道院の設置にほとんど関心を払っていなかった。それ
に対して、プレモントレ会、シトー会は当初は、女性の参加を容認、あるいは黙認する形を
とっており、ここに大量の女性たちが吸収され、修道女の出自にも変化をもたらす可能性が
あった。もっとも、新しい修道会の登場による社会的出自の変化についてはネガティヴな見
解もだされている。しかし、それはどちらかといえばアングロサクソン系の論者からであり、
先刻 A のグラフ（下）で確認したように、イングランドは男子修道院数と女子修道院数の差
がもともとあまりない土地であって、設立数のレベルそのものが改革期にも跳ね上がること
がない特徴をもつ。したがって、イングランドでは、修道院は後の時代まで貴族的性格をよ
り濃く残したとしても、事情は、大陸では異なったと解釈できるのである。グラフ C を参照
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A 修道院設立動向（大陸）
Schulenburg, J.T., Women’s Monastic Communities, p.213. より作製
修道院設立動向（イングランド）
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されたい。これは、設立動向についてイング
ランドと大陸を比較したものである。明白な
ようにイングランドにおける修道院の総数
は、クリュニー改革以後もほとんど変化がな
い。
もちろん中世中期には人口は増加の途にあ
ったから、修道制の繁栄は、それが人口増加
をうわまわるものでない限り、修道院の増加
によって、より広い階層の人々が修道生活に
入ったことにはならないが、現実の設立動向
からみて修道院設立数は人口増加を上回る。
つまり、新しい修道院設立ラッシュをもって、
おそらくはより広い階層から修道士、あるい
は修道女が現れる事態にいたったと推測して
よいのである。そして、この変化は実際にお
こったようである。さきのシュルツ氏の報告
にもあったように都市に拠点をもつ家門から
の人材をシトー会は歓迎していた。とりわけ
興味深い聖人伝が紹介されており、同様の成
功物語りを修道女について期待したいところ
であるが、残念ながら女性について、類似し
た内容の聖人伝は知られていない。しかし階
層の変化そのものは女子修道院でもありえた
と思われる。十二世紀以降の女子修道院の増
加はそれほど顕著なものであった。
プレモントレ会の試みについて付言するな
ら、プレモントレ会では男子修道院に併設さ
れた形の女子修道院が多かったが、ある時点
から修道士と修道女が混在する状態をやめよ
うということで男女併設修道院（二重修道院）
の解体が試みられ、その後は修道女の新たな
受け入れを禁止することで修道会からの女性
の廃絶を企図し、ある程度の成功をおさめた。
プレモントレ会の決議と時を同じくしてシト
ー会女子修道院の増加がみられた、と当時の
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① ② ③ ④⑤⑥ ⑦
フランス
ベルギー
ケルン司教区
①1129 年：エロイーズ、パラクレー女子修道院に移る
②1153 年：クレルヴォーのベルナール死
③1198 年：プレモントレ会、教皇より、修道女加入拒否を許可される
④1220 年：シトー会総会、将来における女子修道院の併合禁止決議
⑤1225 年：シトー会総会、将来における女子修道院の併合禁止決議
⑥1228 年：シトー会総会、将来における女子修道院の併合禁止決議
⑦1251 年：シトー会、教皇より、女子修道院併合の禁止を許可される
D シトー会女子修道院総数
記録にはある。シトー会はやがて、プレモントレ会同様に、女子修道院の無尽蔵な増加を歓
迎しなくなり、その加入制限を試み、あいつぐ総会決議をあげた。しかし、その効果はケル
ン司教区のようなヨーロッパ北部ではきわめて薄いものだった。現実の建設動向をみると、
シトー会による女子修道院設立の波はフランスを十二世紀のうちに覆い尽くすが、それが現
在のベルギーに波及するのは十三世紀のはじめにすぎず、さらにケルン司教区に至るにはそ
れから 20 年をまたなければならなかった。 この点についてはグラフ D を参照されたい。左
端を走る線がフランス、右隣がベルギー、右端がケルン司教区における修道院数を示してい
る。設立の波が大陸の南から北を目指しさらに東方に及んでいったことがわかる。ケルン司
教区における設立の波は比較的遅い時期にはじまっており、この時期と総会による女子修道
院の加入制限決議（グラフ下の白抜き三角）を較べると、総会決議が繰り返された時期に遅
れてケルン司教区の女子修道院が激増する結果となっている。ケルン司教区の場合にはシト
ー会の総会決議は完全にないがしろにされており何の効果もなかったといわなければならな
い。結果、1280 年までにケルン司教区のシトー会女子修道院は三十五を数え、他派の女子
修道院の増加を加えると、司教区の女子修道院数は実に七十を超えるにいたる。（グラフ D2）
また、プレモントレ会の増加が止まるの
と同じ時期に、シトー会女子修道院が増
加し、その結果 1230年を境として、女子
修道院数において最大の宗派の地位はプ
レモントレ会からシトー会に移ったこと
もわかる。
ベギンの登場を史料に確認できるのも、
やはりこの頃である。ケルン市において
最初のベギンがシュラインブーフに現れ
るのは 1223 年。同市の支配層に属するパ
トリツィアートの女性であった。その後
のベギンの増加はかなりしっかりした歩
調をとり、十三世紀の中頃までには相当
数に達した。そして通算してみれば 1400
年までに 169 のベギン館を数えるにいた
るのである。その収容力についてみれば、
その合計は間もなく司教区全体の女子修
道院の収容力をうわまわったと見られる。
グラフ E は、単独で史料にあらわれるべ
ギン、ベギン館数、個別のベギンの推測
生存年数とベギン館の平均収容力から試
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D-2 ケルン司教区女子修道院数推移
Stein, F. M., The Religious Women of Cologne:  1120-1320, 1977,
pp.284-285. より作製
＊二大修道会：ベネディクト会、アウグスティノ会
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Asen, J., Die Beginen in Köln, in:  Annalen des Historischen Vereins
für den Niederrhein 111, 1927, p.93. より作製。
ケルン市におけるベギン館の設立動向
※ケルン市に確認できるベギン館は 169 ある。設立年代を特定
できないものは、グラフにのせていない
Asen, J., 1927, pp.93-4. より作製。
算したベギン総数を示している。ベギン館の居住者の増加が著しい十三世紀なかばには既に
女子修道院の収容力は頭うちになっており、ベギンの生活が当時の女子修道院にない包容力
をもったことが洞察される。付け加えれば、ベギンの生活は、両親との同居、単独居住、ベ
ギン館居住など多様な居住形態をとりえるものであったが、シュラインブーフでは史料の性
格上財産の譲渡にかかわらなかった人々の動勢をつかみにくい。ここで把握できたのはあく
まで史料に残った部分であったことを銘記し、ベギン運動は資産譲渡記録によって全体像を
把握することが困難な裾野がきわめて広い運動であったことを申し沿えておきたい。
三、女子修道生活者の社会的背景と宗教施設の選択
女子修道生活者の出身階層の問題にうつりたい。ケルンについて年代をおって、女子修道
生活者の出身階層の推移をみる。出身階層は便宜的に貴族、パトリツィアート、中流階層、
下層市民の四つにわけられる。この分類において貴族のなかには騎士、ミニステリアーレス
が、パトリツィアートには都市の支配層、政治にかかわり役職を占めた家門が、中流には富
裕な商人など、下層には鍛治屋等が含まれている。史料が示す絶対数でみた場合、全体とし
て女子修道生活者を最も輩出していたのがパトリツィアート層、ついで中流階層であったこ
とがわかる。（グラフ F）女子修道生活者の出身階層の変化を最も顕著に示すのがグラフ G
である。このグラフからは、貴族層が修道生活者に占めた比率の低下ぶりがわかる。それは
1120 年には 100 ％であったが、十二世紀後半にはおよそ 50 ％まで低下し、十三世紀にはい
りさらに低下しおよそ 10 ％になってしまう。貴族層の比率低下は何に対応するのか。最初
の低下は、プレモントレ会の登場時期、二度目の増加はベギン会の普及と一致したものとな
っている。改革修道会の登場によって女子修道院は広い階層に開かれ、さらにベギン会の出
現によって修道生活の選択の可能性はすべての階層に開かれていく、この過程が十二、三世
紀であったといえよう。
しかし、そんなに修道女を増やしてどうするのか。純潔といえば聞こえはいい。だが、神
にささげられた、ということは生身の男性には禁じられたということであり、こうした動向
を歓迎しない男性も多かった。ベギンの根絶を要求した一群の人々には女性に袖にされた男
性までもが加わった。しかし娘をもつ父親ともなれば、思いはまた別である。修道生活の重
要な担い手となりつつあったパトリツィアート層からは多数のベギンも輩出されているが、
その理由のひとつは経済的負担にあった。パトリツィアート層における修道生活の選択が某
なにが
かを語るであろう。未婚の娘を、彼らはできることであれば女子修道院にいれたがっていた
ようにみえる。しかし、娘の数が多くなるとベギン館の活用が増している。グラフ H では、
未婚の娘の数が、宗教施設の選択におよぼず影響をみようとした。修道生活に入る娘の数が
一人、二人の場合には、その多くは女子修道院に入っている。しかし、家門から一定数―
四人程度―をこえる娘が修道生活にはいる場合にはベギン会が選択されやすい。未婚の娘
がさらに多い場合には全員を修道院にいれることは難しく、すべての家門がベギン館を利用
30
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1977, p.274. より作製
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H ケルン市　250 パトリキアート家門の未婚女性
（1120-1320 年）
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していたことがみてとれる。
修道院に入るために持参金を要求することはシモニア（聖職売買）として教会の禁じると
ころであった。しかし、この慣行は中世においては一貫して存続し続け、このことはとりわ
け女子修道院についてあてはまった。その金額がどれ程のものであったか。一例では 30 マ
ルクと明記されており、平均的な生活で 10 年は悠に食べていける金額にあたる。きわめて
高額といえよう。そして結婚のために必要な持参金は、富裕な階層では修道院持参金を上回
ったというのである。
教会法の認める修道女とベギンには、前者は教会法や所属する修道会の定める要件を満た
す必要があったが、立地上の制約などについて修道会に連ならないベギン会の場合には制約
がなかった。そのため、多くの場合、生活の便を第一として都市への立地がなされている。
対して、女子修道院は一般に郊外に位置していた。そのうえ、修道女は修道院からの外出を
禁止されていたから自らの労働によって生活する糧を得るという点において制約が大きかっ
た。対して、ベギンは、昼間の外出は許されており収入を得る手段はより多様でありえた。
十三世紀にロベール・ド・グロチェスターは、ベギンの生活は他者の負担にならないという
点で托鉢修道士以上に優れた生活様式であると内輪でのべたというが、それにはこうしたお
家の事情があったのである。
ベギンの経済活動についてはまとまった研究は、ほとんどないものの一般に織布関連の諸
工程に携わったことが知られている。また、ノイマンは、マインツ、シュトラスブルク、ケ
ルンでベギンが従事していた職業を列挙しており、ベギンによる多彩な経済活動をかいまみ
せる。そこには、読み書き教育、捨て子・ストリートギャングの世話、救済院での病人看護、
貧者、巡礼に対する奉仕、訪問による看護、死者のための祈りと通夜・葬列への参列、家事
（洗濯・調理）、職布、糸つむぎ、裁縫、ビール醸造、製粉、写本、巡礼の代行、印刷所など
があげられている。
ノイマンのほかでは、ベギンの経済活動についてはフィリッペン、オリスラーヘル、シュ
ミットに比較的まとまった研究をみいだすことができる。その活動内容が多岐にわたってい
ることはすでにふれたが、病人看護のほかで四人が共通してあげているのが織布産業に関連
した労働である。
そこで、ベギン運動の中心となった地域がどのような社会経済的背景をもっていたかをこ
こで確認しておこう。エンネンの『中世都市』によれば、中世ヨーロッパにおける都市文明
の二つの中心は（一）イタリア、（二）ライン河とセーヌ河に挟まれた領域であった。後者
こそがベギン運動の中心地と一致している。このライン河からセーヌ河に至る都市化された
地域の特色は、輸出用産品の生産と、より地域的な通商との多彩なつながりをもつこと、ま
た職布が基幹産業であることの二点である。
アンマンは、織布の産地を調べ、全 150 都市のうち 90 が低地地方にあったとしている。
その販路は、低地地方のものは、イタリア方面もしくはハンザ同盟によってバルト海へと広
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Freed, J.B., Urban Development and the “Cura Monialium” in Thirteenth-century Germany, in Viator 3 (1972), p. 319. より
作製
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Freed, J.B., Urban Development and the “Cura Monialium” in Thirteenth Century Germany, in:  Viator 3 (1972), p. 313 
より作製（数字は 1228 年以前についてのもの）地名はおおむねライン河下流から上流にむけて配置してある。）
がっていた。ケルンの布は、安価で、品質を問わない南東ヨーロッパを主な市場とした。ラ
イン中流域は、中級品の布を産し、やはり広い販路をもった。
十五世紀シュトラスブルクの関税表にみる通過産品が知られている。「量では塩と魚類、
価格では間違いなく織布が抜きん出ている。織布ではフランドルとブラバントの高価な布、
緋色の布、それほど高価でないオランダ、イギリスの布、並の品質のライン中流域の布がア
ルザスを通過していった。」
当時の織布は、現代日本でいえば車にあたる基幹産業であり、こうして国際的に取引され
る織布の都市の富の源泉であったと同時に、ベギンにとっては重要な生計手段であった。
おわりに
十二世紀の初頭まで女子修道院に入ることができたのは、貴族の師弟に限られていた。十
二世紀の中頃にこの状況に変化がおこり、都市の富裕な階層の女性から修道女の生活を選択
する者が現れる。十三世紀に入ると新しくベギン運動がおこり、都市に居住するより広い階
層の女性にとって宗教的な生活の選択が可能になった。
ベギンの生活は自活への道を開いていたためその選択は富裕な家門にとっても恩恵のある
ものであった。そして中流そして下層の人々にとって、ベギンの生活は事実上選択可能な唯
一の修道生活であった。
十三世紀の修道女、ベギンの出身階層の貧しさについて、そのつましさについていえば、
貧しいという表現は、初期中世の女子修道院長として君臨した王侯貴族の女性に較べれば相
当につましい。 しかし、都市上層民の関与の程度の深さから考えて、ベギンらの貧しさは十
九世紀の歴史家ビュッヒャーが想定した貧しさとは相当程度異なった貧しさのようにみえる。
また、修道会の措置とベギンの増加の関連についていえば、十二、十三世紀における女子
修道院、ベギン館の増加をもって、修道女が修道士の数を凌駕していたと考え修道願望は男
子より女性のほうがつよかったかのように論じることは誤りであると考えられる。なぜなら、
十一世紀以前に溯ってみることにより、当時の活発な女子修道院建設は、深刻な女子修道院
不足を補う性質のものであったとみなさなければならないことがわかるからである。
この時期女子修道院に入るという選択は、都市の女性にとってはじめて現実的な選択とな
りつつあった。しかし、当時女子修道院の多くは、郊外に位置しており、禁域を課せられた
修道女にとって生計を自らの労働によって維持することは現実的にも、課せられた日課との
兼ね合いからも困難であり、女子修道院経営は、多くを多額の修道院持参金によらざるを得
なかった。 ベギンの生活は、都市への立地、自由な経済活動によって自活への道を開いて
おり、より広い階層に開かれるとともに、修道理念の展開の上では、観想的生活と実践的生
活を融合させた新しい修道生活の可能性をもっており、パトリツィアートはじめ都市の富裕
な階層の支持を得ることができた。
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